
三島町第二次生活工芸村構想（概要版） 令和８年３月 福島県三島町

当町最大の地域資源ともいえる生活工芸を核としたまちづくりを進め、担い手の育成と雇用の創出を図りつつ、若者の定住と地域の活性化に資する。

⚫ 人口減少高、齢化のさらなる進展

⚫ 継続する働く場の不足

⚫ 生活利便性の低下

⚫ 人口減少や地方税依存による財政不安

⚫ 地域コミュニティの衰退及び機能低下

⚫ 継続的な転出超過

⚫ 関係人口の増加策

⚫ 担い手の高齢化、減少

⚫ 精神文化、伝統技術の消失の恐れ

⚫ 編み組細工材料不足

⚫ 担い手の所得の向上

（１）生活の豊かさ・楽しさを創造する生活工芸が
興隆するまち

（２）生活工芸の文化や精神が息づき
国内外の人々が行き交う交流のまち

（３）誰もが自然と共生しながら心豊かに安心して
定住や来訪が絶え間なく継続されるまち

（１）ものづくり精神・文化の浸透と
生活工芸基礎技術の習得

（２）生活工芸技術の継承と収入の確保・
やりがいの両立

（３）「本質」を現代に伝えるための「補完システム」
の構築

【社会背景】

コロナ禍、自然災害、国際的紛争、世界経済動向

地方創生を取り巻く課題

生活工芸運動を取り巻く課題

三島町内外の動向

【三島町生活工芸村づくりの動き】

⚫ アカデミー開講

⚫ 第二次台湾交流開始

リモートワーク、二地域居住、自然・本物志向、
インバウンド観光客の増大 等

三島町生活工芸村づくり 第二次生活工芸村構想

第二次生活工芸村構想に向けての視点

（１）生活工芸村づくりの成長期へ向けてのステップアップ

（２）「技術」と「精神」が一体となった三島町の生活工芸の継承

（３）自立的な製作体制の確立

目的１ 第一次構想からの動き

1. 基本理念

2. 基本目標

3. 基本方針

三島町
生活工芸村
づくり

（１）
生活工芸村づくりに
対する理解の
再浸透と発信

（２）
人材育成と技術の
向上・継承

（３）
多様な交流・
関係人口の拡大と
交流の促進

（４）
材料確保と

所得の安定化・向上

（５）
安心・快適に
定住できる

環境整備の促進

4. 生活工芸村づくり事業
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三島町第二次生活工芸村構想２

 

事業 

1 町民の理解醸成と推進体制の構築 

2 
三島町生活工芸アカデミー制度と 

伝承生制度の進化 

３ しごと創出と実践環境の整備 

4 
生活工芸を通した多様な交流・ 

関係人口増大 

5 商品の質の維持と材料の安定調達 

６ 
生活工芸を軸とした台湾との 

交流活動の推進 

 

～第一次構想 第二次構想～ 

生
活
工
芸
村
づ
く
り
の
進
度

 

導入期 成長期 成熟期 衰退期 

黎明期 

新たな挑戦 

時間 
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活
工
芸
村
づ
く
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（１）ものづくり精神の再定義・編纂

（２）精神や理念の再教育・研鑽

（３）全町をあげた「生活工芸運動」の浸透

（４）日常生活での積極利用による生活工芸村の浸透と持続化

（５）推進体制の構築

（１）仕事の創出・提供

①本業の確立に向けた計画的商品生産・販売体制の確立

②副業の斡旋 ③本業・副業の起業支援

（２）担い手が住み続けられる環境づくり

①居住・製作環境の整備 ②作り手による主体的組織への脱却

（１）交流から関係人口の拡大へ

（２）交流を促す仕組みの強化

①観光客の受け入れ機能の強化②工人祭り等のイベントの継続・強化

③首都圏等大規模需要地での販促・周知活動

（３）「工芸の郷」環境整備

①全町「工芸の郷」化計画 ②工芸館周辺の環境整備

③道の駅の情報発信、交流拠点機能の強化

（１）商品の質の維持と奥会津三島ブランドの確立

①三島らしさを備えた商品の質の基準化とブランディング

②時代の志向に応じた商品開発

③製作工程の付加価値化

（２）材料の安定的調達

①担い手間での材料の融通の促進

②町外からの調達

③栽培による調達

④町内の山林所有者への材料確保等の依頼

（１）ものづくり交流

①相互交流による技術と文化の磨き上げ

②幅広い世代交流による文化の啓発

（２）まちづくり交流

①台湾交流成果の多分野での応用展開

②台湾交流を活用した新しいツーリズム商品の開発

（３）若手担い手による台湾交流成果の還流

①台湾交流の成果の集約

②台湾交流による三島町生活工芸運動の新しいバージョンを組み上げる

③新しい三島町生活工芸運動を担う若手の育成

事業１．町民の理解醸成と推進体制の構築 事業２．三島町生活工芸アカデミー制度と伝承生制度の進化

（１）アカデミー・伝承生制度と採択基準の厳格化

（２）カリキュラム

①生活工芸実践体験カリキュラム

②農山村生活実践体験カリキュラム

③町民向け体験・指導カリキュラム

（３）隊員活動中の生活支援

①住宅の提供と共同生活

②地域の受入体制の持続化

③隊員活動終了後の副業確保の支援

（４）隊員募集に関する周知

事業３．しごと創出と実践環境の整備

事業４．生活工芸を通した多様な交流・関係人口増大 事業５．商品の質の維持と材料の安定調達 事業６．生活工芸を軸とした台湾との交流活動の推進

 

 三島らしさを備えた商品の質の基準化 

 生活工芸村の価値の向上 

 製作工程に対する商品的価値についての理解醸成 

伝統的な製法での製作 新たな商品開発 

・堅牢性や自然素材による味わいが

ある製品 

・工業製品との差別化 

・時代のニーズに合わせた新しい 

生活用品 

・従来にない発想のものづくり 

× 

「奥会津三島ブランド」を確立 

三島町第二次生活工芸村構想（生活工芸村づくり事業）３

 暗黙知 
 

時間経過・環境変化による形骸化 時代の変化にも対応 

各団体が連携して取り組む 

形式知 

・徹底した理解と浸透 ・再定義 

・習得プログラムの編纂作業 

感覚・経験 明文化・図式化 

推進委員会 友の会 振興協議会 伝統工芸士会 

 

 

 

 

 

 

 

材
料
の
安
定
的
調
達 

担い手間の材料の融通 

 

町外からの調達 

栽培による調達 

山林所有者等への協力依頼 

 

台 湾 

三島町 

模倣と創造、独自発展 

還流 伝播 相互交流 
互いに学び吸収する 

双方向の関係 

 

進化・拡大 

三島町内での 

イベント等 

新規顧客、潜在顧客 

既存のファン層 

ふるさと納税者 

生活工芸の聖地巡礼者 

町民 

作り手 使い手 

関係人口の創出・拡大 

台湾交流 

アカデミー修了生 

町外での 

イベント等 
町内交流 町外交流 
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地域おこし協力隊員 役割 

1 

年目 
アカデミー生 

 三島町生活工芸の

精神文化と技術の

習得 

 生活工芸村づくり

事業の推進 

 地域の活性化等、

地域の未来を担う

後継者 

2 

年目 

伝承生 
３ 

年目 

審査を厳密化 

●タイミング 

アカデミー生の採択時、 

伝承生の更新時 

●審査内容 

意気込み、これまでの実績、当町

の生活工芸を担う人材としての

資質 

 本業 

生活工芸づくり 

・ものづくりの対価（収入）が 

一定程度得られる販売体制の確立 

副業 

生活工芸活動を支える副収入 

・農林業関係の団体との連携 

・町内事業所や商工会と連携し、 

働く場所を確保 

・町として仕事の発生状況や事業者ニー

ズを一元化し、仕事づくりを働きかけ

る組織の設置 

 
期
 
 

 
・作り手と使い手の価値が一致し、適正な価格での販売 

・担い手の高度な技術力の維持・向上に向けた日々の研究・製作活動 

・潜在的に存在するソフトユーザーや工芸品 心者に対するアピール、 

購買機会の提供 

・時代の要請に応じたデザイン、機能による商品開発 

生活工芸品づくりによる自活 

目
指
す
 

 

＋ 
 
期
 
 

目
指
す
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